
★調査資料★ 

「輸液バッグ・ボトルの材料展開と 

今後の市場性」２０２２年版 

東洋紡PPSが 2003年に初めて企画・販売いたしました「輸液バッグの材料と今後の市場性」

の調査資料は、おかげさまで、皆様に大変ご好評を頂き 2006 年、2009 年、2011 年、2014 年、

2018 年に項目を追加し改訂版を発刊しております。 

最近、お客様より、最新版の発行について強いご要望がありましたので、このほど「輸液バ

ッグ・ボトルの材料展開と今後の市場性」２０２２年版を発刊致しました！ 

国内に於ける輸液製剤メーカーの製品としての取扱い状況とバッグ・ボトルの本体及び外装

に使用されている材料展開と今後の市場性についての最新情報をまとめております。 

  

①発刊：２０２１年１０月３０日 

  ②価格：126,500 円(本体価格 115,000 円＋消費税)、 

③調査・発行： テクノリサーチ  ④企画・販売： 東洋紡 PPS 

  ⑤体裁：Ａ４版、約１２０ページ 

   

 

 

 

PPS 情報担当者行き 

 

「輸液バッグ・ボトルの材料展開と今後の市場性」2022 年版申込書 

 

(株)東洋紡ＰＰＳ  下記共通 e-mail に送信をお願い致します。 

  東洋紡 PPS ： semi@toyobo-pps.co.jp 

貴社名  申込日  

住所 〒 

 

TEL  FAX  

所属  役職  

フリガナ 

氏名 

 E-mail  

冊数 冊 

◆お問い合わせ先 ： (株)東洋紡パッケージング・プラン・サービス  大阪  

    〒530-0003 大阪市北区堂島 2丁目 1 番１６号 フジタ東洋紡ビル ４階  

     TEL 06-6348-1363  情報担当者宛   e-mail：semi@toyobo-pps.co.jp 

【個人情報の取扱いについて】 

ご記入事項は、今回のお申込確認などの事務処理、弊社および東洋紡グループ会社からのご

案内以外の目的には使用致しません。 
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